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1.発生動向 上段は発生患者数、下段は定点当たり 3．栗原管内新型コロナウイルス確保病床使用状況
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＊「1.発生動向」の解釈について

・上段は圏域全体で一週間に診断した患者数
・下段は一つの定点（医療機関）において一週
間に診断した患者数
・下段の定点当たりの数値を表右側の判断基
準と照らし合わせて評価してください。
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【 定点把握対象疾患 】
• インフルエンザは前週より増加しています。

• 新型コロナウイルス感染症は前週より減少しています。

• 感染性胃腸炎は前週より増加しています。

【 集団発生情報 】

新たな集団発生の報告はありません。

【 感染症コラム ～インフルエンザ～ 】
• インフルエンザウイルスを原因とする急性の呼吸器感染

症です。

• これまで冬季を中心に流行してきましたが、本年は夏場

にも多く検出されています。

• 症状としては、発熱、頭痛、全身倦怠感、筋肉痛・関節痛

などが出現し、鼻汁・咳などの呼吸器症状がこれに続き

ます。いわゆる「風邪」と比べて全身症状が強いことが

特徴です。

• 主な感染経路は、咳、くしゃみ等による飛沫感染や、物

に付着した飛沫に触れた手指を介した接触感染もあり

ます。

• ワクチンにより重症化を予防できます。流行が予想され

るウイルスにあわせてワクチンが作られるので、毎シー

ズンの接種が重要です。

• マスクの使用、手洗い・消毒の徹底、換気の実施、ワクチ

ン接種等により予防に努めましょう。また、医療・福祉施

設へのウイルスの持ち込みを防ぐことも重要です。

・栗原管内医療機関のコロナウイルス入院病床がどの程度埋まっているか（最大値:100%)を示しています。

・この数値が高い状況が続くと、一般の診療体制にも影響が出る可能性があります。

・入院の可否は、病床の空き状況以外に、重症度や基礎疾患の有無等により決定されることにご留意ください。

◆算出方法

(確保病床－受入可能病床)÷確保病床

※栗原圏域独自の方法で計算しています。


